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6. 分散型エネルギー資源との協調関係の構築

7. 汎用・オープンの ＩｏＴ プラットフォームの例
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実用段階 ：電中研の研究状況

海外実証 ：国内外での実証・実用状況

凡例







次世代電力需給プラットフォームの要件

1. 低廉・良質・必要な電力を安定供給するとともに、低炭素化に向けた高度電化
社会を支えるための電力設備データの多面的活用を可能とするための

2. 小売事業者・アグリゲータなどの創造的事業活動を、市場制度の下、公平・中立
に支えるための

3. 分散型エネルギー資源（ＤＥＲ）やプロシューマーと連携・協調するための
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⇒①設備の運用・管理系プラットフォーム

⇒②事業創造支援系プラットフォーム

⇒③分散型エネルギー資源管理システム（DERMS）

⇒メータリング事業（カスタマイズ化データ集積）









配電系統の解析システム
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次世代電力需給プラットフォーム（サイバー層）
ー設備運用・管理系プラットフォームー実用段階

この部分は動画にて紹介します。







設備データのフォーマット整備やCIM、IEC等の国際規格導入、データ保護機能
を具備ですることでの期待（検証要）：

① 設備データの多面的有効活用に繋がる。

② 現場レベルでの様々なシミュレーション解析やAI分析の導入が可能となる。

③ ベンダーロックインなどが回避され、システム構築の自由度やコスト低減に
繋がるとともに、継続的改善・工夫が容易になる。

④ グループや企業間での作業・業務効率の改善に繋がる。

⑤ メーカーノウハウなどの知財情報を保護しつつ、詳細な解析が可能になる。
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次世代電力需給プラットフォーム（サイバー層）
①設備の運用・管理系プラットフォーム































クラウドシステムの特徴的機能やオープンＡＰＩの活用、さらにはＡＰＩエコノミー

を活用することへの期待（検証要）：

① 需要地系統が、小売・アグリゲータを始めとする事業創造の中立・公平な

プラットフォームを提供でき、海外で研究や諸検討がなされているＤＳＯの

機能を代替できるのではないか。

② ＡＰＩエコノミーの中で、スマートメータデータも他データとの連携ができ、地

域経済活性化などに繋がるのではないか。
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次世代電力需給プラットフォーム（サイバー層）
②事業創造支援系プラットフォーム















DERをめぐる米国の状況
DERMS（分散型エネルギー資源マネジメントシステム）

 EPRIはDOEとともに、DER(PV,EV,distributed battery, DR resources)を管理し、
適切な動作をさせるためのシステムとして、DERMSの開発を始めた(2012年-)

 EPRI, Common functions for smart inverters, Common functions for DER 
group management, 3002008215, 2016。PVのスマートインバータの群制御から
始まる。

 目的：DERの統合制御により、再生可能エネルギー電力の更なる活用を図る

 主要な機能：

 従来の配電運用システム(Distribution Management Systems: DMS)では処理
切れない膨大な数のDERに対して、諸機能のパラメータの設定（例：PVのイン
バータの力率など）

 DERアグリゲーション

 設備登録

 系統運用者にとってのDERの可視化

 予測（利用可能な出力の範囲）

 電圧制御

 VPPマネジメント（グリッドサービスと配電電圧制約などが抵触しないように）
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DERMSとの情報のやり取り
Power Potentialプロジェクト（英国）の取組例

出典：National Grid: “Transmission & Distribution Interface 2.0 (TDI 2.0) – SDRC 9.2 – Commercial and Detailed Technical Design”,  

https://www.nationalgrideso.com/sites/eso/files/documents/TDI%202.0%20SDRC%209.2%20-%20Main%20Document V1.0%20PXM%202017-12-22.pdf

最終確認日 2019年1月28日

海外実証中

配電系統運用
DMS

配電系統運用
DMS

① DERの出力計画時 ② DERの運用時
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1. オープンＡＰＩ、あるいはＦＩＷＡＲＥなどのオープンプラットフォームなどのＩＴ技術やクラウ
ド技術を活用すれば、次世代の電力需給プラットフォームとして、海外で検討されている
ようなＤＳＯ機能を実現できるのではないか。

2. 分散型電源との協調や、エリアの多様化するインフラや設備群との連携を考慮すると需
要地系統としての認識は有用ではないか。

3. スマートメータデータ利用をオープンＡＰＩ化することで、多様なイノベーションをより誘発
でき、地域経済の活性化などに繋がるのではないか。ただし、ビジネスとしての成立性
の検証が必須。

4. 電力・エネルギーシステムの解析やエネルギーデータ活用にあたり、経済的・合理的な
データ秘匿化技術の確立が必要となるのではないか。

5. DERMSの要件の明確化が望まれているのではないか。

電中研では様々な研究活動を通して、上記仮説を検証・修正しつつ、
電力・エネルギー分野の新規展開に貢献して行きたい。

最後に



ご清聴ありがとうございました。
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